
ク

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
11
月
24
日
の
開
会
日
に
は
、

市
長
か
ら
「
令
和
４
年
度
流

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
」
を
含
む
26
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
提
案

理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
１
件
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

　    

（
要
旨
８
面
）

　
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
２

日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

24
人
の
議
員
が
登
壇
し
行
わ

れ
ま
し
た
。（要

旨
２
〜
５
面
）

　
12
月
２
日
の
一
般
質
問
終

了
後
に
は
、
市
長
か
ら
１
件

の
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
当

初
提
出
の
議
案
26
件
、
陳
情

５
件
と
と
も
に
、
各
常
任
委

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

　黒
沢
英
雄
さ
ん
撮
影
の「
雪
、さ
く
ら
」（
撮
影
場
所
：
利
根
運
河
）

「
流
山
市
議
会
個
人
情
報
保
護

条
例
」を
全
会
一
致
で
可
決

市
議
会
だ
よ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
５
月
に
開
催（
６
面
参
照
）

撮
影
の
背
景

令
和
４
年
１
月
６
日
、午
後
か
ら
流
山
の
利
根
運
河
に
も
雪
が
降
り
、一
面
の
雪
景
色
。

薄
暮
れ
の
風
景
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
人
を
入
れ
て
撮
影
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
第
4
回
定
例
会
概
要

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
12
月

５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日

間
に
わ
た
り
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
　  

（
要
旨
７
面
）

　
12
月
14
日
の
最
終
日
に
は
、

各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
、
議
案
に

対
す
る
討
論
、
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か

ら
１
件
の
追
加
議
案
が
提
出

さ
れ
、
提
案
理
由
説
明
の
後
、

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
議
員
か
ら
は
、
「
流

山
市
議
会
個
人
情
報
保
護
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
含

む
５
件
の
発
議
が
提
出
さ
れ
、

発
議
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
要
旨
６
・
８
面
）

※

　
流
山
市
議
会
で
は
、
毎
年

専
門
家
を
お
招
き
し
、
「
議

員
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
流
山
市
議

会
基
本
条
例
第
19
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
員
の
政
策
形

成
能
力
お
よ
び
立
案
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
議
員
研
修

会
は
、
令
和
５
年
２
月
２
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
市

民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
は
、
東
京
都
元

副
知
事
で
明
治
大
学
名
誉
教

授
の
青
山
佾
氏
に
「
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
危
機
管
理
に

つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
内
容
は
、
流
山
市

と
世
界
の
各
都
市
や
国
内
自

治
体
の
と
の
人
口
比
較
か
ら

始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
水
害
、
震
災

な
ど
の
危
機
の
事
例
を
踏
ま

え
た
、
行
政
に
お
け
る
危
機

管
理
や
議
会
の
役
割
を
説
く

も
の
で
し
た
。

　
午
後
の
部
は
、
株
式
会
社

offi
ce3.11

代
表
取
締
役
の

井
出
留
美
氏
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
内
容
は
、
世
界
の

各
国
と
日
本
の
食
品
ロ
ス
排

出
量
の
比
較
や
国
の
政
策
な

ど
の
動
向
、
地
球
温
暖
化
や

自
治
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
に
で

き
る
身
近
な
こ
と
と
し
て
、

食
べ
ら
れ
る
量
の
食
料
を
買

っ
て
、
食
べ
残
し
を
な
く
す

こ
と
な
ど
を
推
奨
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
講
演
も
、
講
師

お
二
人
の
豊
か
な
ご
経
験
と

深
い
見
識
に
基
づ
い
た
も
の

で
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

　令和５年１月１６日から２４日まで、市役所第１庁舎１階ロビーにおいて、「令和４
年度市議会だより写真コンクール」にご応募いただいた作品の写真展を開催しました。
　展示された作品は、心和む家族の写真や、絶景を捉えた一枚など、全て市内で撮影さ
れたものです。多くの方にご来場いただき、誠にありがとうございました。

写真展　  を開催しました
令和４年度市議会だより写真コンクール

写
真
展
の
様
子

令和５年度もやります!
市議会だより写真コンクール

詳細は６面へ

や
す
し

午前の部・青山講師の録画中継
は、市議会ホームページの「議
会中継」でご覧いただけます。

流山市議会　議会中継 検索

こちらからも
ご覧いただけます

令和５年 月 日流山市議会 だ りよ
市議会だよりは２月、５月、８月、１１月の年４回発行です。　ホームページアドレス https://www.nagareyamagikai.jp/
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問
　
保
護
者
か
ら
学
校
給
食

の
味
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
、

市
内
全
中
学
校
の
１
年
生
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ

た
。
①
調
査
結
果
は
ど
う
か
。

②
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。
③

給
食
調
理
場
の
あ
る
学
校
と

な
い
学
校
で
調
査
結
果
に
差

は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ

の
結
果
を
ど
う
捉
え
る
か
。

答
　
学
校
教
育
部
長
　
①
味

は
、
お
い
し
い
ま
た
は
普
通

の
割
合
は
95
・
１
％
。
メ
ニ

ュ
ー
は
、
満
足
し
て
い
る
割

合
は
91
・
１
％
。
量
は
、
ち

ょ
う
ど
良
い
と
い
う
割
合
は

71
・
３
％
、
多
い
と
い
う
割

合
は
23
・
２
％
。
温
度
は
、

適
温
が
88
・
８
％
で
す
。

②
炊
飯
の
水
分
量
を
変
え
る
、

野
菜
か
ら
水
が
出
る
こ
と
を

考
慮
し
て
味
つ
け
を
濃
く
す

る
、
保
温
性
の
高
い
二
重
食

缶
を
使
用
し
、
配
缶
の
時
間

を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る
な

ど
、
温
度
管
理
に
細
心
の
注

意
を
払
い
、
衛
生
管
理
の
徹

底
も
行
っ
て
い
ま
す
。

③
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
若
干
の

差
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
味
つ
け
の
工
夫

や
二
重
食
缶
な
ど
の
備
品
の

整
備
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続

き
お
い
し
い
給
食
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

流
政
会

　
　笠
原

　久
恵

給
食
調
理
場
の
な
い

　中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て

問
　
最
近
、
デ
ン
マ
ー
ク
や

ス
ペ
イ
ン
か
ら
ガ
イ
ド
依
頼

が
あ
る
。
行
政
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
英
語
圏
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
南
米
で
、
滞
在
型
や

リ
ピ
ー
タ
ー
を
想
定
し
て
、

特
に
こ
れ
ま
で
実
績
が
あ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、

メ
キ
シ
コ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
な
い
か
。

答
　
経
済
振
興
部
長
　
外
国

人
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
地
域
特
性
や
こ

れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
分
析
な
ど
か
ら
、
欧
米
と

台
湾
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

古
民
家
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
点
在
す
る
流

山
本
町
と
、
自
然
豊
か
で
日

本
酒
や
本
み
り
ん
を
醸
造
す

る
会
社
が
あ
る
利
根
運
河
は
、

欧
米
と
台
湾
に
響
く
コ
ン
テ

ン
ツ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
以
前
の
当
市

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
を
絞
っ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

３
年
ぶ
り
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

施
策
を
再
開
す
る
現
時
点
は

タ
ー
ゲ
ッ
ト
拡
大
の
状
況
で

は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
引

き
続
き
欧
米
と
台
湾
に
絞
っ

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

森
田

　洋
一

外
国
人
観
光
客
誘
致
の

　
　
　
　
　
　タ
ー
ゲ
ッ
ト

問
　
江
戸
川
と
流
山
街
道
の

間
に
平
行
し
て
敷
設
さ
れ
て

い
る
旧
街
道
は
抜
け
道
と
な

り
交
通
量
が
多
い
。
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
市
が
地

域
住
民
と
連
携
し
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
回
遊
性
を
体

験
す
る
た
め
に
、
社
会
実
験

を
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
　
経
済
振
興
部
長
　
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
、
快
適
な

ま
ち
歩
き
空
間
を
創
出
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
地
域
に
住

む
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
で
す
。
社
会
実
験
に

つ
い
て
は
、
一
方
通
行
の
よ

う
な
交
通
規
制
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
一
方
通
行
に
よ
り
確

保
で
き
る
歩
道
部
分
の
一
部

を
店
舗
の
テ
ラ
ス
や
休
憩
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

寄
与
す
る
観
点
で
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
交
通
規
制
に
関
し
て
は
土

木
部
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

つ
い
て
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

部
が
江
戸
川
台
の
商
店
街
に

お
い
て
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
協
力
を
仰
ぎ
、
実
施

可
能
か
ど
う
か
も
含
め
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

流
政
会

　
　渡
辺

　仁
二

流
山
本
町
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な

　
　
　
　
　取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
同
校
の
児
童
数
は
現
在

１
０
７
８
人
。
中
で
も
西
平

井
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で

の
地
域
か
ら
の
通
学
児
童
数

は
５
３
９
人
で
、
全
体
の

46
・
５
％
を
占
め
る
。
交
通

量
の
多
い
地
域
で
あ
る
た
め
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
問
う
。
警
察
に
よ
る
現

場
指
導
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

答
　
学
校
教
育
部
長
　
通
学

路
合
同
点
検
の
危
険
箇
所
対

策
と
し
て
、
児
童
が
車
道
に

飛
び
出
さ
な
い
よ
う
平
和
台

駅
の
踏
切
内
に
白
線
を
引
き
、

踏
切
手
前
に
ガ
ー
ド
ポ
ー
ル

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
チ
ン
コ
店
付
近
の
交
差
点

に
は
横
断
歩
道
以
外
の
場
所

で
の
横
断
を
防
止
す
る
た
め

の
ポ
ー
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
通
学
路
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
学
校
、
警
察

な
ど
と
連
携
し
、
安
全
面
お

よ
び
防
犯
面
に
対
し
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
方
に
日
々

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。
各
交
差
点
で
の
警
察

に
よ
る
現
場
指
導
は
、
今
後
、

適
宜
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

流
政
会

　
　青
野

　
　直

流
山
小
学
校
児
童
通
学
路
の

　
　
　
　安
全
強
化
に
つ
い
て

問
　
人
口
増
加
し
て
い
る
本

市
に
お
い
て
は
、
家
庭
部
門

の
地
球
温
暖
化
対
策
が
重
要

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
家
庭
の

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す

る
「
ゼ
ロ
円
ソ
ー
ラ
ー
」
の

推
進
と
、
「
新
築
住
宅
へ
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
義
務
化

」
の
調
査
研
究
に
取
り
組
む

と
よ
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
環
境
部
長
　
設
置
者
が

初
期
費
用
の
負
担
な
く
太
陽

光
発
電
設
備
を
導
入
で
き
る

ゼ
ロ
円
ソ
ー
ラ
ー
は
、
10
年

程
度
の
契
約
期
間
を
満
了
す

れ
ば
設
備
を
取
得
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
ゼ
ロ
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
家
庭
や

事
業
所
に
普
及
す
る
こ
と
が

で
き
る
方
法
と
し
て
、
今
後

も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
な
お
、
新
築
住
宅
に
対
す

る
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
義

務
化
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両

論
が
あ
る
た
め
、
東
京
都
に

お
け
る
導
入
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
建
築
部
門
と
も
連

携
を
図
り
、
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

流
政
会

　
　大
塚

　洋
一

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、
24
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
う
ち
、
１
問
に
つ
い
て
の

質
問
・
答
弁
を
通
告
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
「
問
」部
分
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
草
稿

に
よ
る
も
の
で
す
。

市
政
に
関
す
る

一
般
質
問

市議会の情報を
発信しています

屋外掲示板で

　流山市議会では、市役所第１庁舎横・公衆電話ボックス前
にある屋外掲示板で、市議会の情報を発信しています。

などを掲示しています。
　市役所にお越しの際は、ぜひご覧ください。

●定例会の日程
●市議会が主催するイベント
 （議会報告会、写真コンクール、議員研修会）のお知らせ

第
一
庁
舎

守衛室

駐輪場

掲示板は
こちらです

流山市議会だより
流山市議会

第182号 令和５年２月15日（水曜日） 《２》



問
　
①
各
公
立
保
育
所
・
認

可
保
育
所
に
通
う
障
害
が
あ

る
子
ど
も
た
ち
は
何
人
か
。

②
補
助
金
を
拡
充
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
③
各
事
業
者
と

療
育
施
設
と
の
連
携
が
重
要

だ
が
、
市
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー

は
で
き
て
い
る
か
。
④
保
育

課
の
職
員
を
増
員
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
子
ど
も
家
庭
部
長
　
①

市
内
認
可
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業

所
の
合
計
１
０
０
園
の
う
ち
、

11
月
１
日
時
点
で
身
体
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
持
つ

園
児
は
59
人
、
手
帳
の
交
付

は
受
け
て
い
な
い
が
診
断
書

や
通
所
受
給
者
証
を
持
つ
園

児
は
１
３
１
人
で
す
。

②
保
育
士
の
加
配
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
県
に
上
乗
せ
し

て
市
単
独
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
来
は
、
国
が
全
国
一
律
に

行
う
べ
き
補
助
と
考
え
て
お

り
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
や

公
定
価
格
の
是
正
な
ど
に
併

せ
て
、
国
、
県
に
要
望
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
療
育
施
設
と
も
連
携
し
て

い
ま
す
。

④
保
育
施
設
が
増
え
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
発
生

し
業
務
量
が
増
え
る
た
め
、

人
材
育
成
課
へ
適
切
に
配
置

要
望
し
て
い
ま
す
。

流
政
会

　
　野
田

　宏
規

保
育
所
に
お
け
る
障
害
児
の

　
　
　
　受
け
入
れ
に
つ
い
て

問
　
流
山
市
総
合
運
動
公
園

野
球
場
は
、
現
在
、
令
和
４

年
度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指

し
再
整
備
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
設
備
な
ど
の
再
整
備

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
工

事
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
こ
け
ら
落
と
し
な
ど

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
　
生
涯
学
習
部
長
　
再
整

備
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
総

合
運
動
公
園
野
球
場
は
現
在

観
覧
席
と
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を

一
体
的
に
再
整
備
し
て
い
る

ほ
か
、
野
球
に
適
し
た
土
の

投
入
や
内
野
の
水
は
け
を
改

善
す
る
工
事
、
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
な
ど
の
塗
装
、
６
基
あ
る

照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
内
野

と
外
野
の
境
界
線
部
分
の
段

差
を
解
消
す
る
工
事
、
ピ
ッ

チ
ン
グ
練
習
場
の
マ
ウ
ン
ド

整
備
な
ど
の
設
備
改
修
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
進
捗
に
つ
い
て
は
現
在
順

調
で
あ
り
、
引
き
続
き
令
和

４
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
再
整
備
し
た
野
球
場
で
は
、

令
和
５
年
４
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
、
新
年
度
最
初
の
大

会
と
な
る
流
山
市
少
年
野
球

連
盟
の
市
内
春
季
大
会
を
こ

け
ら
落
と
し
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

流
政
会

　
　石
原

　修
治

流
山
市
総
合
運
動
公
園

　野
球
場
の
再
整
備
に
つ
い
て

問
　
頼
れ
る
人
が
身
近
に
い

な
い
と
い
う
妊
産
婦
さ
ん
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
健

診
や
出
産
時
に
安
心
し
て
通

院
い
た
だ
け
る
よ
う
、
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
の
補
助
や
、

陣
痛
タ
ク
シ
ー
の
拡
充
を
求

め
て
き
た
が
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
制
度
案
の
導
入

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
、
事
業
者
と
協
議
を

重
ね
、
令
和
４
年
10
月
24
日

の
流
山
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
制
度
導
入
に

つ
い
て
採
決
し
、
全
員
よ
り

賛
成
を
得
ま
し
た
。
本
制
度

案
は
、
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
妊
産
婦
対
象
に
、
妊
婦

健
診
や
出
産
の
入
退
院
時
の

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
仕
組
み
で
、
来
年
度

予
算
の
計
上
に
向
け
、
関
係

課
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
を
運
行
す
る
タ
ク
シ

ー
事
業
者
か
ら
は
、
運
転
士

確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
中

で
、
陣
痛
タ
ク
シ
ー
導
入
を

検
討
す
る
と
の
意
見
も
い
た

だ
い
て
お
り
、
市
が
助
産
師

な
ど
に
よ
る
講
習
会
を
開
催

し
、
妊
産
婦
と
運
転
士
双
方

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

公
明
党

　
　戸
辺

　
　滋

妊
産
婦
さ
ん
の

　
　通
院
支
援
の
拡
充
を
！

問
　
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
、
①
下
水
道
設
備
が
正

常
に
動
い
て
い
る
か
確
認
し

て
か
ら
流
す
よ
う
テ
レ
ビ
な

ど
で
聞
く
。
ど
の
よ
う
な
状

態
で
下
水
に
流
し
て
良
い
か

啓
発
す
べ
き
で
は
。
②
下
水

道
設
備
に
つ
い
て
広
報
し
た

例
は
あ
る
か
。
③
広
報
の
な

い
場
合
は
流
し
て
も
良
い
か
。

答
　
上
下
水
道
事
業
管
理
者

①
下
水
道
施
設
に
被
災
が
及

ん
だ
場
合
は
、
優
先
的
に
行

う
べ
き
業
務
を
定
め
た
下
水

道
業
務
継
続
計
画
に
基
づ
き

対
応
し
ま
す
。
万
が
一
、
下

水
道
施
設
に
障
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
大
量
に
水
を
使

用
す
る
洗
濯
や
お
風
呂
は
控

え
て
い
た
だ
く
よ
う
広
報
活

動
を
行
い
ま
す
。

②
平
成
26
年
10
月
６
日
に
発

生
し
た
台
風
19
号
の
影
響
に

よ
り
、
県
の
流
域
下
水
道
施

設
の
ポ
ン
プ
が
停
止
し
、
通

常
の
排
水
が
で
き
な
い
状
態

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
安

心
メ
ー
ル
、
防
災
無
線
、
広

報
車
に
よ
り
、
大
量
に
水
を

使
用
し
な
い
よ
う
南
流
山
地

区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
へ

お
願
い
し
ま
し
た
。

③
広
報
の
な
い
場
合
、
下
水

道
は
使
え
る
と
考
え
て
良
い

と
思
い
ま
す
。

流
山
み
ら
い

　
　西
尾

　
　段

災
害
時
の
下
水
道
利
用
に

　つ
い
て
簡
潔
な
案
内
を
！

一般質問通告一覧
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
4
1
2
3
1
2
3
4
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
1
2
3

大塚　洋一

笠原　久恵

森田　洋一

渡辺　仁二

青野　　直

野田　宏規

石原　修治

戸辺　　滋

西尾　　段

楠山　栄子

中川　　弘

高橋　　光

地球温暖化防止について
災害に強く人に優しいトイレのあるまちづくりについて
赤城神社のしめ縄の藁について
オストメイトに対する補助と利用しやすいトイレの対応について
消防職員や消防団員の精神的ストレスに対する対策について
給食調理場のない中学校の美味しい給食について
令和５年度予算編成方針について
リサイクルの課題について
外国人観光客の誘致について
流山本町地域のまちづくりについて
積雪時の市内除雪について
江戸川河川敷の草刈りについて
流山市総合計画における将来人口と財政の見通しについて
高齢者支援策について
ごみ焼却施設の長寿命化とごみの減量等について
南部地域のまちづくりについて
流山市立小中学校の運営について
流山市内保育所等の運営について
流山おおたかの森駅前のまちづくりについて
令和５年度予算編成方針について
流山市総合運動公園野球場の再整備について
学校プールの在り方について
部活動の地域移行について
流山市地域防犯活動の連携に関する協定について
保育施設における紙おむつ等に関するサービスについて
妊産婦及び新生児の通院支援について
一級河川である大堀川に関わる水害対策について
災害時の下水道利用について
流山市総合運動公園野球場観覧席の工事状況について
本市の医療、介護体制について
公共施設への公衆無線LAN導入について
本市の学校教育について
令和５年度予算編成方針について問う
本市の医療について市長の考えを問う
保育行政の充実について
高齢者の難聴対策の充実について
公共交通の充実について

1

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

1
2
3
1
2
3
1
2
1
2
3
1
2
3
1
1
2
3
1
2
3
1
2
1

2

3
4
1
2
3
1
2
3

乾　紳一郎

野村　　誠

大野　富生

海老原功一

斉藤　真理

阿部　治正

中村　彰男

坂巻　儀一

岡　　明彦

菅野　浩考

藤井　俊行

小田桐　仙

14

15

16

17

18

19

20

21

22

 
23

24

25

高齢者虐待について
新型コロナウイルス感染症対策について
教育行政について
新型コロナウイルス感染症対策について
南部地域の安心・安全対策について
食品ロス削減対策について
流山市上水道事業について
流山市の人口と税収の見込みについて
通学路及び一般道路における交通安全問題について問う
認知症に関する条例の制定について問う
ごみ屋敷対策について問う
市内小中学校のプールの授業における民間施設委託について
市内全小中学校体育館へのエアコン設置について
子宮頸がんワクチン接種について
物価高騰の中で市民の暮らしを守る施策について
木地区における江戸川坂路について
初石駅施設整備事業について
ウイングホール柏斎場の維持管理方針について
北部地区の交通課題について
利根運河の架橋計画及び周辺整備について
多文化共生に関する市の取り組みについて
防災対策について
公共施設における合理的配慮について
「いのちと生活を守る」取り組みについて
子どもたちが関わる公的施設（機関）の安全・危機管理（防災・防犯等）、
リスク管理について
障害者福祉における本市の姿勢について
本市での高齢者福祉における社会の移り変わりについて
令和５年度予定されている各施策について問う
自転車の安全利用について
渋滞対策について
次年度予算編成を含め市長の政治姿勢を問う
教育行政について
中部地域のまちづくりについて

※通告番号９番　近藤　美保　議員は、取り下げ

流山市議会だより
流山市議会
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問
　
本
市
は
子
育
て
施
策
が

脚
光
を
浴
び
て
い
る
が
、「
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
高
齢
者

施
策
で
も
期
待
し
た
い
。
①

本
市
在
宅
医
療
介
護
連
携
の

成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。
②
流
山
で
お

ひ
と
り
様
に
な
っ
て
も
自
宅

で
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
の
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
①
平

成
29
年
と
比
較
す
る
と
市
内

の
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
、

訪
問
看
護
事
業
所
、
訪
問
介

護
事
業
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
増

加
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
の

み
と
り
を
支
え
る
た
め
に
は

連
携
が
重
要
で
あ
り
、
市
内

全
域
で
緊
密
な
連
携
を
取
れ

る
チ
ー
ム
を
つ
く
る
段
階
ま

で
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
す
。
み
と
り
に
対
応

で
き
る
介
護
人
材
を
増
や
す

必
要
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

緊
密
な
連
携
を
取
れ
る
チ
ー

ム
づ
く
り
と
、
み
と
り
に
対

応
で
き
る
介
護
人
材
の
育
成

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ

と
は
、
独
居
の
方
に
は
容
易

で
は
な
い
と
い
う
認
識
は
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で

独
居
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
や
往
診
を
利
用
し
て
、

み
と
り
を
迎
え
ら
れ
た
事
例

が
な
い
こ
と
は
な
い
で
す
。

流
山
み
ら
い

　
　楠
山

　栄
子

お
ひ
と
り
様
に
な
っ
て
も

　
最
期
ま
で
自
宅
で
暮
ら
す

問
　
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
総
括
に
つ
い
て
、

反
省
す
べ
き
点
を
中
心
に
問

う
。
そ
れ
を
受
け
、
令
和
５

年
度
に
実
施
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

何
か
。
ま
た
、
当
該
感
染
症

対
策
以
外
に
新
た
に
想
定
し

て
い
る
新
規
事
業
は
何
か
。

答
　
市
長
　
本
市
で
は
、
感

染
状
況
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
、
陽
性
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

時
の
タ
ク
シ
ー
費
用
助
成
な

ど
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
教
育
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進

展
が
加
速
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
経
済
活

動
と
の
両
立
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
に
移

管
、
事
業
強
化
を
図
り
、
市

内
経
済
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
感
染
症
関
連
以
外
の
事
業

は
、
（
仮
称
）
市
野
谷
小
学

校
新
設
、
消
防
庁
舎
建
設
な

ど
大
規
模
事
業
が
複
数
年
に

渡
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
高
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
拡
大
に
つ

い
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
由
民
主
党

　
　中
川

　
　弘

令
和
５
年
度
予
算
編
成

　
　
　
　
　
方
針
に
つ
い
て

問
　
①
本
市
に
お
け
る
認
知

症
者
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。
②
他
自
治
体
で

は
、
認
知
症
に
関
す
る
理
念

や
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る

認
知
症
条
例
が
制
定
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
本
市
で
は
、
条
例

の
制
定
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
①
認

知
症
患
者
数
を
把
握
で
き
る

デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
審

査
を
受
け
た
方
の
う
ち
、
主

治
医
の
意
見
書
に
お
い
て
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
Ⅱ
ａ
以
上
の
方
が
、

令
和
３
年
度
末
で
４
１
７
１

人
、
65
歳
以
上
の
人
口
に
対

す
る
割
合
が
８
・
９
％
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
推
移
か
ら
推
測

さ
れ
る
２
０
２
５
年
度
の
人

数
は
４
６
６
７
人
、
割
合
は

９
・
２
％
と
な
り
、
よ
り
積

極
的
に
認
知
症
対
策
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
②
市
で
条
例
を
策
定
し

て
も
法
案
以
上
の
も
の
を
策

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

た
め
、
市
で
で
き
る
こ
と
は

条
例
の
独
自
制
定
で
は
な
く
、

国
会
で
今
後
審
議
さ
れ
て
い

く
法
案
を
研
究
し
、
認
知
症

施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目

指
す
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
。

自
由
民
主
党

　
　海
老
原

　功
一

認
知
症
に
関
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
本
年
４
月
よ
り
積
極
的

勧
奨
が
再
開
さ
れ
た
が
、
令

和
５
年
度
よ
り
新
た
に
、
約

90
％
の
子
宮
頸
が
ん
を
予
防

で
き
る
と
さ
れ
る
９
価
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
に
向
け
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

接
種
率
向
上
の
た
め
に
も
、

再
度
個
別
通
知
を
発
送
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
９
価

ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん

か
ら
最
も
多
く
検
出
さ
れ
る

７
つ
の
ウ
イ
ル
ス
と
尖
圭
コ

ン
ジ
ロ
ー
マ
の
原
因
と
な
る

２
つ
の
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
現
在
、

定
期
接
種
と
し
て
承
認
さ
れ

て
い
る
の
は
、
２
価
お
よ
び

４
価
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
、
９

価
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
接
種
開

公
明
党

　
　斉
藤

　真
理

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
接
種
率
向
上
に
つ
い
て

問
　
令
和
４
年
第
３
回
定
例

会
に
お
い
て
、
５
億
円
が
水

道
事
業
会
計
か
ら
一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
さ
れ
た
。
水
道

事
業
は
、
今
後
も
黒
字
経
営

が
予
想
さ
れ
る
。
流
山
市
独

自
の
施
策
と
し
て
、
水
道
料

金
の
引
き
下
げ
は
十
分
可
能

で
あ
り
、
前
向
き
に
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
上
下
水
道
事
業
管
理
者

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

な
ど
、
水
道
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
変
化
や
今

後
の
人
口
減
少
に
対
応
で
き

る
企
業
体
力
の
維
持
、
耐
震

化
対
応
や
安
定
供
給
の
た
め

の
設
備
更
新
の
原
資
と
す
る

た
め
に
、
利
益
剰
余
金
は
減

債
積
み
立
て
や
資
本
へ
の
組

み
入
れ
を
行
い
資
金
確
保
に

大
野

　富
生

上
下
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

　
　
　
　
前
向
き
に
検
討
す
べ
き

問
　
市
役
所
本
庁
舎
に
、
家

庭
で
は
食
べ
る
予
定
の
な
い

食
品
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
常

設
を
求
め
る
要
望
が
あ
り
、

と
う
か
つ
草
の
根
フ
ー
ド
バ

ン
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が
管
理
運

営
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

で
設
置
に
向
け
関
係
部
局
と

の
検
討
を
要
望
し
た
が
、
そ

の
後
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

答
　
総
務
部
長
　
市
役
所
本

庁
舎
へ
の
常
設
の
要
望
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
管
理
の

視
点
か
ら
答
弁
し
ま
す
。

　
市
役
所
本
庁
舎
で
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
令
和
元
年
度

よ
り
年
に
１
回
、
２
日
間
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
令
和
４
年
第
３
回
定

例
会
で
の
野
村
議
員
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
関
係
部
局
内

で
横
断
的
に
協
議
を
進
め
、

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
市
役
所
本
庁
舎

へ
の
常
設
に
つ
い
て
は
、
常

駐
す
る
職
員
が
い
な
い
こ
と

や
食
品
の
賞
味
期
限
の
点
検

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
ま
た
、

団
体
に
も
負
担
が
大
き
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今

後
公
共
施
設
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
常
設
し
て
い
る
自
治
体

の
情
報
を
集
め
な
が
ら
、
関

係
部
局
と
再
調
整
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
明
党

　
　野
村

　
　誠

食
品
ロ
ス
削
減
対
策
に
つ
い
て

問
　
①
流
山
小
学
校
は
、
最

も
古
い
校
舎
で
は
築
58
年
が

経
過
。
施
設
老
朽
化
の
み
な

ら
ず
、
配
管
や
体
育
館
、
放

送
設
備
な
ど
も
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。
②
教
室
の
ロ

ッ
カ
ー
に
今
の
大
き
い
ラ
ン

ド
セ
ル
は
入
ら
な
い
。
時
代

に
適
合
し
な
い
設
備
は
、
改

善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
教
育
総
務
部
長
　
①
流

山
小
学
校
の
施
設
の
経
年
劣

化
に
対
す
る
対
応
は
、
包
括

施
設
管
理
業
務
委
託
に
お
け

る
定
期
点
検
報
告
の
ほ
か
、

特
殊
建
築
物
定
期
報
告
や
学

校
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、

不
具
合
が
生
じ
た
箇
所
を
早

期
に
修
繕
し
て
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

②
ロ
ッ
カ
ー
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
規
格

の
大
型
化
に
伴
い
、
ロ
ッ
カ

ー
へ
の
収
納
が
困
難
で
あ
る

と
の
声
を
受
け
、
不
具
合
が

あ
る
ロ
ッ
カ
ー
の
改
修
に
向

日
本
共
産
党

　
　乾

　紳
一
郎

ロ
ッ
カ
ー
に
入
ら
な
い
！

　
流
山
小
学
校
改
修
急
い
で

問
　
①
国
が
加
齢
性
難
聴
を

認
知
症
の
危
険
因
子
と
指
摘

し
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

②
全
国
で
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

本
市
も
導
入
す
べ
き
で
は
。

③
市
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
向
け
た
高
齢
者
ニ
ー

ズ
調
査
に
、
聞
こ
え
の
悪
さ

の
設
問
を
追
加
す
べ
き
で
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
①
厚

生
労
働
省
の
新
オ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
で
は
、
加
齢
な
ど
と
と

も
に
難
聴
が
認
知
症
の
危
険

因
子
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
認
知
症
予
防
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
補
聴
器

の
使
用
に
よ
る
生
活
の
質
の

改
善
効
果
を
認
め
て
い
ま
す

が
、
認
知
機
能
の
低
下
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
ま
で

は
明
言
し
て
い
ま
せ
ん
。
②

加
齢
性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器

購
入
へ
の
補
助
の
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
聴
力
の
低
下

は
生
活
の
質
の
低
下
を
招
く

だ
け
で
な
く
、
認
知
能
力
の

低
下
の
危
険
因
子
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
啓
発

を
行
い
、
今
後
も
国
の
方
向

性
を
注
視
し
ま
す
。
③
同
調

査
で
聞
こ
え
の
悪
さ
に
つ
い

て
の
設
問
を
追
加
し
、
高
齢

者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支

障
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま

す
。

日
本
共
産
党

　
　高
橋

　
　光

高
齢
者
の

　
　
難
聴
対
策
の
充
実
を

け
、
来
年
度
か
ら
数
年
か
け

て
計
画
的
に
改
修
す
る
よ
う

事
業
化
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、
平
成
８
年

度
以
降
、
消
費
税
増
税
関
連

を
除
き
、
値
上
げ
し
て
い
ま

せ
ん
。
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
に
対
し
、

基
本
料
金
お
よ
び
月
10
㎥
以

下
の
従
量
料
金
を
減
免
し
て

い
ま
す
。

　
水
道
料
金
引
き
下
げ
は
、

所
得
水
準
に
関
わ
ら
ず
一
律

に
減
額
す
る
こ
と
と
な
り
、

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
効
果
は

低
い
た
め
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

流山市議会だより
流山市議会

第182号 《4》令和５年２月15日（水曜日）



問
　
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

前
広
場
で
は
、
自
転
車
の
押

し
歩
き
を
推
進
し
て
い
る
が
、

マ
ナ
ー
違
反
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。
電
動
自
転
車
な
ど
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
の
通
行

は
大
変
危
険
で
あ
る
。
指
導
、

対
策
を
講
じ
、
標
示
お
よ
び 

Ｓ
Ｃ
で
の
定
時
的
な
放
送
に

よ
る
啓
発
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
土
木
部
長
　
自
転
車
の

押
し
歩
き
に
つ
い
て
は
、
流

山
お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
の

歩
道
や
広
場
に
お
い
て
、
啓

流
山
み
ら
い

　
　藤
井

　俊
行

被
害
者
や
加
害
者
も

　
悲
惨
な
結
果
を
防
ご
う
！

問
　
松
戸
市
の
児
童
が
流
山

市
木
地
先
の
江
戸
川
河
川
敷

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
方
不
明
と

な
っ
た
痛
ま
し
い
事
故
に
鑑

み
、
人
目
の
確
保
の
た
め
河

川
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
利
便
性

の
向
上
な
ど
も
踏
ま
え
、
適

切
な
場
所
に
、
車
両
が
侵
入

流
山
み
ら
い

　
　中
村

　彰
男

木
地
先
江
戸
川
堤
防
に

　
車
両
進
入
路
の
新
設
を
！

問
　
９
年
前
の
三
度
に
わ
た

る
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

は
生
活
扶
助
額
が
最
大
10
％
、

保
護
世
帯
の
96
％
で
影
響
が

出
る
甚
大
な
も
の
で
、
手
続

き
も
不
法
だ
と
し
て
４
つ
の

裁
判
で
違
法
、
取
り
消
し
の

判
決
が
出
ま
し
た
。
同
種
裁

判
の
当
事
者
で
あ
る
流
山
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
全
国

で
行
わ
れ
て
い
る
生
活
保
護

の
基
準
改
定
に
係
る
訴
訟
に

つ
い
て
注
視
し
て
い
ま
す
。

現
在
13
の
地
方
裁
判
所
で
判

決
が
あ
り
、
４
地
方
裁
判
所

で
減
額
決
定
が
違
法
で
あ
る

と
し
て
決
定
取
り
消
し
の
判

決
が
出
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

９
の
地
方
裁
判
所
で
は
減
額

決
定
に
不
合
理
な
点
は
な
い

と
し
て
原
告
の
請
求
を
退
け

て
い
ま
す
。
流
山
市
に
お
い

て
も
基
準
改
定
の
取
り
消
し

訴
訟
に
つ
い
て
は
現
在
係
争

中
で
あ
る
た
め
、
司
法
判
断

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
は

回
答
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 阿

部

　治
正

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
は

　
違
法
の
判
決
、
真
摯
に
聞
け

問
　「
教
育
と
福
祉
の
連
携
」

は
必
須
で
あ
り
、
共
生
社
会

の
形
成
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
構
築
は
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
生
物
多
様
性
や
防
災

・
防
犯
も
合
わ
せ
た
共
生
社

会
が
期
待
さ
れ
る
。
市
民
が

「
桜
梅
桃
李
」
の
精
神
で
独

自
の
花
を
咲
か
せ
て
輝
け
る

流
山
市
で
あ
る
べ
き
で
は
。

答
　
市
長
　
全
て
の
市
民
が

一
人
一
人
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
ま
ち
、
お
互
い
の
違

い
と
個
性
を
尊
重
し
合
え
る

社
会
の
実
現
は
、
私
の
願
う

流
山
市
の
姿
で
す
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
現
在
（
仮
称
）

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

準
備
、
生
き
づ
ら
さ
包
括
支

援
の
在
り
方
懇
談
会
で
の
検

討
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
推
進
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

研
究
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
障
害

者
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

多
く
の
市
民
へ
の
相
談
体
制

や
自
立
に
近
づ
け
る
包
括
支

援
体
制
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ

ト
面
双
方
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ

ー
社
会
の
構
築
を
進
め
、
多

様
性
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
市
民
の
相
互
理
解
と
共
生

が
定
着
し
、
さ
ら
に
豊
か
な

流
山
市
の
日
常
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

流
山
み
ら
い

　
　菅
野

　浩
考

共
に
生
き
る
。

  

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
。

問
　
学
校
の
プ
ー
ル
と
給
食

調
理
場
に
つ
い
て
問
う
。
①

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
ろ
過
機
な
ど
の
改
修
状
況

は
。
③
プ
ー
ル
が
民
間
委
託

や
集
約
共
同
利
用
に
な
れ
ば
、

北
部
地
区
が
切
り
捨
て
に
な

る
の
で
は
。
④
給
食
調
理
場

も
老
朽
化
を
理
由
に
セ
ン
タ

ー
化
の
企
て
は
あ
る
の
か
。

答
　
教
育
総
務
部
長
　
①
プ

ー
ル
は
市
内
全
小
中
学
校
に

設
置
さ
れ
、
築
年
数
30
年
以

上
40
年
未
満
が
６
校
、
40
年

以
上
50
年
未
満
が
10
校
、
50

年
以
上
が
２
校
で
す
。
調
理

場
は
30
年
以
上
40
年
未
満
が

５
カ
所
、
40
年
以
上
50
年
未

満
が
12
カ
所
で
す
。
プ
ー
ル

と
調
理
場
は
包
括
施
設
管
理

業
務
委
託
に
よ
る
点
検
、
報

告
の
ほ
か
、
学
校
か
ら
の
情

報
提
供
に
よ
り
不
具
合
が
生

じ
た
箇
所
を
修
繕
し
て
い
ま

す
。
②
平
成
15
年
以
降
、
ろ

過
機
の
修
繕
は
記
録
と
し
て

は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
北
部
地

域
を
切
り
捨
て
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
各
学
校
の

運
営
、
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
、
早
期
に
解
決
す
る
よ
う

実
施
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
校
教
育
部
長
　
④
現
在
給

食
セ
ン
タ
ー
方
式
に
す
る
こ

と
は
、
教
育
委
員
会
内
で
は

議
論
に
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党

　
　小
田
桐

　仙

ム
ダ
遣
い
や
め
、

　
教
育
施
設
の
改
修
・
更
新
を

問
　
本
年
５
月
に
、
障
害
者

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策

推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

で
、
障
害
者
に
対
す
る
公
共

施
設
で
の
合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
。

公
明
党

　
　岡

　
　明
彦

公
共
施
設
に
お
け
る

　
　
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て

問
　
県
道
松
戸
野
田
線
の
渋

滞
対
策
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
質
問
し
た
際
に
は
、
野
田

市
今
上
交
差
点
の
右
左
折
レ

ー
ン
の
延
長
に
つ
い
て
、
県

も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
土
木
部
長
　
県
道
松
戸

野
田
線
の
渋
滞
対
策
を
継
続

し
て
県
へ
要
求
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
４
年
８
月
に
県
知
事
に

現
地
視
察
し
て
い
た
だ
き
、

物
流
施
設
の
立
地
に
伴
い
交

通
量
が
増
加
し
て
お
り
、
県

道
松
戸
野
田
線
の
渋
滞
対
策

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野

田
市
今
上
交
差
点
部
分
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
対
策
を

実
施
す
る
た
め
全
力
を
尽
く

す
旨
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
も
県
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
、
県
道
松
戸
野
田
線
の

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
促
進
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

流
政
会

　
　坂
巻

　儀
一

渋
滞
対
策
は
近
隣
市
お
よ
び

　
　
　
県
と
の
連
携
を
要
望
！

始
で
き
る
よ
う
、
国
が
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
９
価
ワ
ク
チ
ン
開
始
に
当

た
り
、
特
に
１
回
目
、
２
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
を
、
２
価
ま

た
は
４
価
ワ
ク
チ
ン
で
接
種

済
み
の
方
に
つ
い
て
、
疑
問

や
不
安
を
抱
か
れ
る
方
も
い

る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
９

価
ワ
ク
チ
ン
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
や
副
反
応
な
ど
に
つ
い

て
、
対
象
者
に
丁
寧
な
情
報

提
供
が
で
き
る
よ
う
個
別
通

知
を
検
討
し
ま
す
。

可
能
な
新
規
坂
路
の
整
備
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
土
木
部
長
　
流
山
市
に

お
け
る
河
川
敷
へ
の
車
両
進

入
可
能
な
坂
路
は
、
１
か
所

の
み
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
路
の
整
備
は
、
管
理
上
必

要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
の
み
整
備
さ
れ
、
現
在
、

流
山
８
丁
目
交
差
点
経
由
で

河
川
敷
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い

る
、
流
山
市
が
占
有
し
て
い

る
坂
路
は
、
流
山
市
で
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
河
川
敷
へ

の
侵
入
車
両
は
、
基
本
的
に

施
設
利
用
者
に
限
ら
れ
て
お

り
、
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、

夜
間
は
車
両
進
入
禁
止
で
運

用
し
て
い
ま
す
。

 

毎
年
、
江
戸
川
改
修
促
進

期
成
同
盟
会
懇
談
会
に
お
い

て
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な

る
安
全
な
河
川
環
境
の
整
備

推
進
を
要
望
し
て
お
り
、
ま

た
、
市
と
し
て
も
江
戸
川
河

川
事
務
所
に
、
当
該
箇
所
に

坂
路
の
必
要
性
を
訴
え
、
新

規
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
本
市

で
は
今
ま
で
も
障
害
の
あ
る

方
、
配
慮
が
必
要
な
方
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、

よ
り
一
層
の
体
制
整
備
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
は
じ
め
と
す
る
情
報
発
信

の
方
法
に
つ
い
て
、
当
事
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら

に
配
慮
が
進
む
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。
本
市
で
は
、
現

在
公
共
施
設
で
行
っ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
合
理
的
配
慮
を
い

ま
一
度
見
直
し
、
ど
な
た
で

も
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
じ

情
報
や
意
思
疎
通
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

発
活
動
や
車
止
め
の
設
置
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
自
転
車
を
降
り
て
通
行

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
増
え

て
き
ま
し
た
が
、
降
り
ず
に

通
行
さ
れ
る
方
も
い
ま
だ
多

い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
把
握

し
て
い
ま
す
。
歩
道
や
広
場

の
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
は
、

一
人
一
人
の
交
通
マ
ナ
ー
の

醸
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
啓
発

活
動
や
車
止
め
、
サ
イ
ン
な

ど
の
設
置
に
よ
り
、
粘
り
強

く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
　
ご

提
案
の
商
業
施
設
館
内
や
イ

ベ
ン
ト
時
の
放
送
に
よ
る
声

か
け
に
つ
い
て
は
、
商
業
事

業
者
な
ど
の
関
係
者
と
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

流山市議会だより
流山市議会
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議員提出の可決議案
　令和４年第４回定例会において可決された議員提出の
議案（発議）は、次のとおりです。

　地方公共団体の議会の議員または長の選挙は、その団体
が自主的に期日を定めて執行するのが原則ですが、特例を
定める法律によって全国的に期日を統一して行うものを
「統一地方選挙」といいます。
　有権者の選挙への意識を全国的に高め、また、選挙事務
や費用を節減する目的で、地方公共団体の議会の議員また
は長の任期である４年ごとに特例法を作り、期日を統一し
た地方選挙が行われています。
　前回の流山市議会議員の選挙は、平成３１年４月に行わ
れました。次回は令和５年４月の予定です。

　令和４年１１月４日、姉妹都市である長野県信濃町に表敬訪問を行
いました。
　今回は、森亮二議長、菅野浩考副議長と１期目の議員４名（渡辺仁二
議員、大野富生議員、岡明彦議員、高橋光議員）が訪問しました。新型コ
ロナウイルスの感染拡大に配慮し、姉妹都市への表敬訪問をしばらく
中止としていたため、本市議会としては３年ぶりの訪問となりました。
　訪問日当日は、両市町の取り組みについて意見交換を行ったほか、
両市町にゆかりのある俳人小林一茶
に関して多数展示のある「一茶記念館」、
野尻湖の発掘により出土した重要な
化石や遺物が展示された「野尻湖ナウ
マンゾウ博物館」を視察しました。
　交流を通し、お互いの絆が深まる訪
問となりました。

https://www.nagareyamagikai.jp/doc/2022112200015/

流山市議会 令和４年第４回定例会 議案・陳情・発議 検索

発議の内容については、市議会ホームページをご覧ください。

流山市議会個人情報保護条例の制定について

子どものために保育士配置基準の引き上げに
よる保育士増員を求める意見書について

◆発議第27号

◆発議第31号

こちらからも
ご覧いただけます

姉妹都市との絆深まる交流

視察報告書は市議会ホーム
ぺージでご覧いただけます

市内在住・在学・在勤の方対象

流山市議会だより写真コンクール

～信濃町表敬訪問～

５/１（月）～５/31（水）必着

今年も５月に開催します

●流山市内で撮影した四季折々の風景、
祭りやイベントの写真

●学校の行事（運動会、修学旅行、文化祭
など）の写真

募集期間

テ ー マ

流山市議会だより写真コンクール　５月に開催 検索

応募方法など詳細は、市議会
ホームページをご覧いただく
か、議会事務局までお問い合わ
せ下さい。

現在の流山市議会議員の顔ぶれは、市議
会ホームページでご覧いただけます。

議会事務局 
☎０４－７１５０－６０９９

こちらからも
ご覧いただけます

流山市議会　議員の紹介 検索

こちらからも
ご覧いただけます

流山市議会　視察報告書 検索

こちらからも
ご覧いただけます

知っておきたい

議会の豆知識 「改選」ってなに?

A.
⇒任期満了のときなどに、議員などを改めて選挙
すること。流山市議会議員の任期は４年であり、
原則として４年に１回選挙が行われます。

意見交換の様子

委員会の行政視察

　流山市議会では、他市議会へ
先進事例等の視察に伺う市外へ
の「委員会の行政視察」につい
て、令和元年度以来３年ぶりに
実施しました。
　各委員会の視察報告書を市議
会ホームぺージに掲載していま
すので、どうぞご覧ください。

流山市議会だより
流山市議会
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流山市議会 常任委員会審査概要・資料 検索

委員会の審査状況
本会議で委員会に付託された議案等の一部を紹介します。なお、
掲載する議案等は各委員会の委員が選定しています。

もっと詳しく知りたい方はこちら

各委員会の記事に記載の議案説明（※）の文章は、市長からの議案の
提案理由説明から抜粋したものです。

各常任委員会で審査した議案の議決
結果や委員長報告の詳細は、市議会
ホームぺージをご覧ください。

流山市議会では、ツイッターやフェイスブックで本会議や委員会のインターネット
中継に関する情報発信を行っています。どうぞご利用ください。

議案２件を審査

　クレジット収納業務委託の変更に伴う債務負担行為の追加を
行うものです。（※）

議案第９２号「令和４年度流山市後期高齢者医療
特別会計補正予算」

市民経済委員会に付託された
その他の議案
議案第９１号
（議案名については８面をご覧ください。）

全会一致で可決すべきものと決定。

市 民 経 済 委 員 会
市民生活部・経済振興部・環境部・農業委員会の所管に属する事項

議案９件、陳情３件を審査

　国に対し「子どものために保育士配置基準の引き上げによる
保育士増員を求める意見書」の提出を求めるものです。

陳情第２７号「子どものために保育士配置基準の
引き上げによる保育士増員を求める意見書の提出
を求める陳情書」

教育福祉委員会に付託された
その他の議案・陳情
議案第８２号～第９０号、
陳情第２９号、第３１号

全会一致で
採択すべきものと決定。

教 育 福 祉 委 員 会
健康福祉部・子ども家庭部・教育委員会の所管に属する事項

（議案名等については８面をご覧ください。）

議案４件、陳情１件を審査
議案第９３号「令和４年度流山市水道事業会計補正
予算(第１号）」

都市建設委員会に付託されたその他の議案・陳情
議案第９４号～第９６号、陳情第２８号

　水道事業費用において、電気料金およびガス料金の高騰によ
り、予算の不足が見込まれることから、浄水場等に係る動力費およ
び上下水道局庁舎に係る光熱水費の増額を行うもので、既決予
定額に４，９２０万３千円を増額し、総額を３５億８，６９９万７千円と
するものです。（※）

全会一致で可決すべきものと決定。

（議案名等については８面をご覧ください。）

都 市 建 設 委 員 会
まちづくり推進部・土木部・消防・上下水道局の所管に属する事項

総　 務 委 員 会
総合政策部・総務部・財政部・会計管理者・選挙管理委員会・監査
委員・固定資産評価審査委員会の所管に属する事項、他の常任委員
会の所管に属しない事項

議案１２件、陳情１件を審査

　原油価格・物価高騰の影響を受けている事業者を支援するた
めの経費、障害福祉サービス利用者の増加に伴う給付費、令和６
年度に開館予定の白みりんミュージアムの建設に係る経費、エネ
ルギー価格の高騰に伴う電気料の増額など、所要の補正を行うも
のです。（※）

議案第７２号「令和４年度流山市一般会計補正予算
（第９号）」

総務委員会に付託された
その他の議案・陳情
議案第７１号、第７３号～第８１号、第９７号、
陳情第３０号
（議案名等については８面をご覧ください。）

５対１で可決すべきものと決定。

ツイッター・フェイスブックで情報発信中

ツイッター フェイスブック
アカウント名

Shigikai  Nagareyama
アカウント名

nagareyamagikai

流山市議会だより
流山市議会

第182号《7》 令和５年２月15日（水曜日）
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令和４年流山市議会第４回定例会　議員別表決結果一覧

出席議員全員が賛成（全会一致）した議案、陳情、発議
第71号
第75号
第78号

第79号

第80号

第81号
第82号
第83号
第84号
第27号
第27号

専決処分の承認を求めることについて【令和４年度流山市一般会計補正予算（第８号）】
流山市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
流山市減債基金条例の一部を改正する条例の制定について

流山市議会議員及び流山市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例及び流山
市議会議員及び流山市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び千葉県市町村総合
事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

工事請負契約の締結について【流山市立南流山中学校移転改修工事】
令和４年度流山市介護保険特別会計補正予算（第２号）
流山市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
流山市おおたかの森ホールの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書の提出を求める陳情書
流山市議会個人情報保護条例の制定について

流山市南流山センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
指定管理者の指定について【流山市南流山福祉会館】
指定管理者の指定について【流山市初石公民館】
指定管理者の指定について【流山市南流山センター】
令和４年度流山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度流山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和４年度流山市水道事業会計補正予算(第１号）
令和４年度流山市下水道事業会計補正予算(第２号）
市道路線の認定について
市道路線の廃止について
令和４年度流山市一般会計補正予算（第１０号）

若年がん患者の在宅療養生活支援に関する陳情書
子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書について

第85号
第86号
第88号
第89号
第91号
第92号
第93号
第94号
第95号
第96号
第97号

第31号
第31号発

議

陳
情

議
　
案

○
可決

○
可決

○
可決

○
可決

○
可決

○
可決

○
可決

○
同意

×
不採択

×
不採択

×
不採択

×
否決

×
否決

×
否決

賛否が分かれるなどした議案、陳情、発議

陳
　
情

議
　
案

審
議
結
果

流政会 流山みらい 日本共産党 公明党 自由民主党
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※森亮二議長の欠席により、菅野浩考副議長が議事進行を行いました。
   副議長は表決に参加していないことから、表決結果は斜線になっています。
   表決結果を見やすくするため、菅野副議長の配置を従来から変更しています。
※表の見方　　　○：賛成　　　×：反対　　　欠：欠席　　　－：棄権
※議案名に続く【　　】内は、補足として記載しています。個人名については、
　敬称略で記載しています。
※可決した意見書は、関係省庁に提出しました。

※その他　◎欠席した議員がいた場合→出席議員全員が一致したものは「全会一致（上表）」
 →賛否が分かれるなどしたものは「賛否が分かれるなどした（下表）」、表示は［欠］
　　　　　◎退席した議員がいた場合→審議結果にかかわらず全て「賛否が分かれるなどした（下表）」、表示は［－］

第72号

第73号

第74号

第76号

第77号

第87号

第90号

第98号

第28号

第２9号

第30号

第28号

第29号

第30号

令和４年度流山市一般会計補正予算（第９号）

流山市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

個人情報保護法制の全国一元化に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について
流山市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

流山市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

指定管理者の指定について【流山市向小金福祉会館】

指定管理者の指定について【流山市立森の図書館】

教育委員会委員の任命について【宮本　尚子】

自転車運転マナー向上のための近所での「声掛け運動」の提
案をお願いしたい陳情書

流山市福祉タクシーの送迎呼び出しにかかる負担をなくすこと
を求める陳情書

流山市職員による流山市の健全なる財政へ不利益となる行為
についての検証を求める陳情書

介護保険利用料原則２割負担化など制度見直しの中止と介護
保険制度の抜本的改善を求める意見書について

日本国憲法第９条を生かした平和的外交努力を尽くすことを求
める意見書について

健康保険証との一体化による「マイナンバーカード」実質義務
化の撤回を求める意見書について
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×

×
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議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、
よ
り
読
み
や
す
い

「
市
議
会
だ
よ
り
」
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、次
の
会
期
日
程
　

の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す

（案）

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
会
期
日
程
（案）

○×××××

○○××○

○○××○

××

※議会日程は急遽変更になる場合がございます。最新の日程は、
　市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局にお問い合
　わせください。

議
会
の
窓

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
未
だ
収
束
の
見
込
み

が
立
た
ず
、
感
染
第
８
波
に

突
入
し
ま
し
た
。
対
応
す
る

職
員
、
医
療
従
事
者
に
は
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
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一
方
、海
外
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ・

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
端
を
発
し
た
感

染
症
へ
の
備
え
が
万
全
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
、
十
分
で
あ
っ
た

と
は
言
い
難
い
で
す
。
国
や

県
の
責
任
の
大
き
さ
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

民
に
最
も
近
い
存
在
で
あ
る

流
山
市
で
も
、
す
べ
き
こ
と

は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

私
た
ち
議
員
も
市
も
真
摯
に

見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
確
た
る
も
の
は
、
急
激
な

人
口
増
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
医
療
体
制
の
整
備
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
市
と
し
て

直
接
着
手
し
難
い
分
野
で

も
、
地
道
な
努
力
を
続
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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流山市議会だよりは、無料スマホアプリ「マチイロ」でも
ご覧いただけます。詳細はこちらをご覧ください。　
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